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��．� 資源評価調査（受託研究費）�

�

� � � � � � � � � � � � 担当者� 調査研究部� 今井�義弘，藤岡�崇，渡野邉�雅道，本間�隆之，澤村�正幸�

�

�

（１）� 目� 的�

��我が国 ���海里水域内の漁業対象資源の性状を科学

的根拠に基づいて評価し，生物学的漁獲許容量の推計

に必要な資料を収集するため，水産庁長官が独立行政

法人水産総合研究センターに委託して実施する我が

国周辺水域資源調査等推進対策委託事業の資源評価

調査のうち，独立行政法人水産総合研究センターで担

うことが困難な，地域の市場調査，沿岸域の調査船調

査等きめの細かい調査，あるいは広い海域において同

時に行う漁場一斉調査を行うことを目的とする。�

独立行政法人水産総合研究センターの委託を受け

て本道周辺の ��魚種 ��系統群（函館水産試験場関係

分は７魚種９系統群）を対象に漁獲統計，生物測定，

調査船調査などを実施し，資源状況を的確に把握する

ことにより，我が国周辺水域における資源管理の強化

に資する。�

（２）� 経過の概要�

� 資源評価調査委託事業実施要領に基づいて調査を

実施した。�

� 調査対象種：スケトウダラ，ホッケ，スルメイカ，

サバ類，マイワシ，カタクチイワシ，

ブリ�

� 調�査�地��：函館市，江差町，乙部町，八雲町（旧

熊石町），松前町，鹿部町，森町，道

西日本海，道南太平洋，えりも以西太

平洋�

� 調査期間��：����年４月～����年３月�

ア� 生物情報収集調査�

� 主要水揚げ港の漁獲統計データを収集すると共に，

生物測定で得られた結果と合わせて体調組成データ

等を取得した。�

イ� 生物測定調査�

� 主要水揚げ港における漁獲物から標本を購入

し，生物測定（全長，体長，体重，成熟度，耳石

による年齢査定等）を実施し，成長や成熟等に関

する知見を取得した。�

ウ� 漁場一斉調査�

�

� スルメイカ秋季発生系群および冬季発生系群�

の全国一斉調査に参画し，漁獲状況調査を行った。�

エ� 新規加入量調査�

� 計量魚探およびトロールを用い，スケトウダラ

太平洋系群および日本海北部系群の新規加入量，

体長組成等を調査した。�

オ� 沖合海域海洋観測調査�

� スルメイカ秋季発生系群を対象に，魚群探査と

海洋観測を実施した。�

（３）� 得られた結果�

� ����年度本調査により得られた資料を，関係水産研

究所に提出した他，独立行政法人水産総合研究センタ

ー各水産研究所主催の各種会議において概略を報告

した。また，資源評価検討結果は各水産研究所が作成

した資源評価票に反映され発表された。�
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